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１．はじめに   

線路下横断工法のひとつである JES(Jointed Element Structure)工法(図

－1)は，エレメントと呼ばれる矩形の鋼管を，同エレメントに有する継

手を介して連結することで，線路下に非開削で構造物を構築する工法で

ある．本工法において，断面が大きく，中壁を有するような構造物の場

合は中壁構築までの間に仮壁エレメントや仮梁エレメントを仮設し，施

工中の上載荷重を仮受けする．今回，仮梁エレメントを用いた工事にお

いて，JES 函体や軌道(連接軌道版)の変位を把握するための計測工を導

入したため，ここに各種計測の内容とその目的を報告する． 
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２．仮梁方式 

従来 JES 工法で多径間函体を構築する場合，上載荷重を仮壁エレメン

トにより仮受けし，中壁構築後に撤去していた（以下，「仮壁方式」と

言う）(図－2)．しかし，複数本の仮壁エレメントの掘進が必要の他，

切断撤去に多くの時間を要す等の課題があったことから，仮梁エレメン

トと仮橋脚による仮受け構造が考案された（以下，「仮梁方式」と言う）

(図－3)．仮梁方式は，仮梁エレメント(１本)を掘進し，仮梁エレメン

ト両端に仮橋脚を設置，函体内掘削から中壁構築までの間，上載荷重を

仮受けし，下床版を現場打ちコンクリート構造とする方式である．この

工法では，中壁構築に伴うエレメントの掘進と撤去が１本で済み，エレ

メントを箱型に併合しない(下床エレメントの掘進が不要となる)ため，

工期短縮とコストダウン効果が得られている１）．一方で仮梁方式は施工

実績が少ない上に，作用する応力は仮壁方式に比べて大きくなるため，

施工時には JES 函体や軌道(連接軌道版)の変位計測が必要である． 

３．計測工導入工事の紹介 

計測工を導入した線路下横断工事は，2 車線道路の両側に中壁を挟ん

で歩道がある 1 層 3 径間の道路函体であるが，函体の一部は現道と重な

っており，施工期間中も道路交通を確保する必要があった．そこで，施

工は計画道路中心から南北に 2 分割し，北側(終点方)を 1 期で施工し，

立坑部に仮設桟橋，仮踏切(連接軌道版)を設置し，道路交通を切換えた

後に南側(起点方)を 2 期で施工する．今回この 2 期工事において仮梁方

式を採用している(図－4)． 
４．各種計測の内容とその目的 

計測期間は，ジャッキによるプレロード（函体内掘削時，上床エレメ

ントの沈下を防止するため）から，函体内掘削，中壁構築，仮梁エレメ

ント撤去までの期間であり，表-1に示す①～⑦までの計測を導入した． 
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表-1 各種計測の内容，目的等 

ﾌﾟﾚﾛｰﾄﾞ時 函体内掘削時 除荷時

発進側 設計死荷重たわみ量まで ― ― 両端部は設計上の支点部

中央部 ２㎜ 36㎜（48㎜） ― たわみ照査より、たわみ量＝死荷重時36.7㎜

到達側 設計死荷重たわみ量まで ― ― （＋列車荷重時11.3㎜）

②
仮梁エレメント
 （断面）

ひずみゲージ 6箇所×3断面 1回/3分 ― ― ― 仮梁エレメントの応力状態の把握

発進側 設計死荷重たわみ量まで ― ― 設計上の支点部

到達側 設計死荷重たわみ量まで ― ― 数値に変動があった場合には、沈下計両端部と

発進側 設計死荷重たわみ量まで ― ― ｽﾄﾛｰｸ計、レベルの相関関係を確認する

到達側 設計死荷重たわみ量まで ― ―

④ 下床エレメント ﾘﾝｸ式自重計測（たわみ）
下床ｴﾚﾒﾝﾄ
＠2.5ｍ×7箇所

1回/3分 ― 10mm ― 設計変位×80％　　（解析変位量13.3mm）

発進起点方 ― 1100ｋN×80％ ―

到達起点方 ― 1100ｋN×80％ ―

発進終点方 ― 1100ｋN×80％ ―

到達終点方 ― 1100ｋN×80％ ―

発進起点方 ― ― ― 設計上の支点部

到達起点方 ― ― ― 数値に変動があった場合には、ロードセルの値を確認

発進終点方 ― ― ―

到達終点方 ― ― ―

上り線起点方 初期値±2㎜ ７㎜ ７㎜ 軌道管理基準値より設定

下り線起点方 初期値±2㎜ ７㎜ ７㎜ 軌道管理基準値より設定

上り線
＠2.5ｍ×12箇所 初期値±2㎜ ７㎜ ７㎜ 軌道管理基準値より設定

下り線
＠2.5ｍ×12箇所 初期値±2㎜ ７㎜ ７㎜ 軌道管理基準値より設定

仮設時の検討より　1101.85ｋN/本

管理基準値に達した時点で、対応を協議検討する。

軌道スコープ踏切連接版⑥

1回/3分

1回/1日

1回/3分

ﾘﾝｸ式軌道計測器軌道上下線⑦

①

③

荷重計測（ﾛｰﾄﾞｾﾙ）

絶対変位計測（ﾄﾗﾝｼｯﾄ）

エレメント支持材⑤

対象 備　　考

相対変位計測（ｽﾄﾛｰｸ計）

絶対変位計測（ﾚﾍﾞﾙ）

水盛式沈下計

計測箇所計測項目

仮梁エレメント

仮橋脚

管理基準値

1回/3分

計測頻度
（函体内掘削時）

1回/3分

1回/3分

1回/1日

仮梁エレメントと仮橋脚に対しては，仮梁エレメントの絶対変位および仮梁エレメントと仮橋脚の相対変位を計

測することで，上床エレメントの不同沈下を管理する①，③の計測工を導入した．なお，仮梁エレメント内のコン

クリート充填が不要な設計としたことで，仮梁エレメントの撤去，解体時の施工性に配慮しているが，一方で仮梁

エレメントの剛性は弱まるため，仮梁エレメント断面のひずみを把握する②の計測工を導入した． 

下床エレメントとエレメント支持材に対しては，下床エレメントのたわみ量計測およびエレメント支持材にかか

る荷重を計測することで，側壁および下床エレメントの変位を抑制する④，⑤の計測工を導入した． 

踏切連接版に対しては，絶対変位を把握することで，踏切連接版の沈下を管理する⑥の計測工を導入した．  

 軌道に対しては，上床エレメント直上の軌道の通り，高低を計測することで，軌道変状を管理する⑦の計測工を

導入した．  

５．おわりに 

JES 工法において仮壁エレメントおよび仮梁エレメントは，重厚な構造となることが殆どであり，仮設のため施

工性，工期，コストを圧迫することが多い．今回紹介した工事は，仮梁方式による上載荷重の仮受けに向けた準備

を現在進めており，今後各種計測により得られたデータは，仮梁方式における実際の荷重伝達及び載荷状態を明ら

かにすることができる．得られたデータと照査結果とのフィードバックから，より経済的で合理的な，施工性の優

れた設計へのアプローチを目指していきたい． 
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